
杉す

垣♂
内と

遺
跡

三
重

１
　
所
在
地
　
　
　
一二
重
県
松
阪
市
深
長
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６．
）
七
月
を

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一二
重
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
河
頼
信
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
秀
生
時
代
後
期
ぞ
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

杉
垣
内
遺
跡
は
、
松
阪
市
街
地
か
ら
西
へ
約
三

・
五
血
の
標
高
約

一
八
ｍ
の

堀
坂
川
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
扇
端
部
に
位
置
す
る
。
周
辺
に
は
前
期
古

墳
を
合
む
古
墳
群
や
奈
良
時
代

か
ら
平
安
時
代
を
中
心
と
す
る

遺
跡
が
多
く
、
松
阪
市
最
大
の

遺
跡
密
集
地
帯
で
あ
る
。　
一
九

八
四
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

県
営
圃
場
整
備
事
業
に
と
も
な

い
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
古
墳
時
代
後

期
の
竪
穴
住
居
、
奈
良
時
代
末

期
を
平
安
時
代
初
期
の
竪
穴
住
居

・
掘
立
柱
建
物

・
井
戸
、
平
安
時
代
前
期
の

井
戸
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
存
続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
旧
河
道

な
ど
を
検
出
し
た
。
平
安
時
代
前
期
の
井
戸
か
ら
は
、
人
形
や
斎
串
が
出
上
し
、

旧
河
道
か
ら
は
建
築
部
材
や
日
用
品
な
ど
の
木
製
品
、
人
形

・
刀
形

・
斎
串

・

馬
形

・
陽
物
な
ど
の
木
製
祭
祀
具
、
土
馬
な
ど
の
上
製
祭
祀
具
が
多
量
に
出
土

し
た
。
ま
た
塁
書
土
器
も
多
く
出
上
し
、
そ
の
内

一
点
は

「船
女
」
と
判
読
で

き
る
。
木
簡
は
こ
の
旧
河
道
内
よ
り
前
記
の
遺
物
等
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

□
村
　
七
月
十

ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３

通
覚
］
露

「七
月
廿
」
は
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
り
釈
読
し
た
。
「村
」
の
上
に

一
文
字

認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
は
困
難
で
あ

っ
た
。

（河
瀬
信
幸
）

(二本木 。松阪)

努寸

て

呵




